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大勢おられます。皆様方が現役の時代に発揮された力
とエネルギーを、日本の未来の為に発揮されるならば、
何がしかの貢献が出来る様に思います。 
 最後に、皆様方並びにご家族の方々のご健勝とご多
幸を心よりお祈り申し上げます。 

変化する時代に対応して
支部長  久野 勝邦 

明けましておめでとうございます。 
昨年は、新しい政権になって、日本も大
きく変わりつつあることを実感する年

でした。茨城支部の活動拠点も、大震災の影響で、旧
日立木材地所の２階に移転しましたが、更に今年初め
には、日立事業所の中心にあったタービンと発電機部
門が、三菱重工との合弁会社に移り、新しい体制が発
足します。これに伴い、茨城地区の主力工場であった
日立事業所の構成も大きく変わってきます。 
我々茨城支部をこれまで支えて戴いた日立事業所

には、引き続き支援戴く予定ですが、今後の茨城支部
のあり方については、皆様と共に考えて行きたいと思
います。 
日立社友クラブの皆様方は、太平洋戦争とその後の

高度経済成長の時代、即ち昭和の激動期を乗り越えて
来た方々です。そしてこれからは、少子高齢化の時代
に入って来ます。その様な変化する時代に対応して、
我々高齢者に何が出来るだろうかと考えさせられる
日々でもあります。最近読んだ本で、｢人生は 65歳か
らがおもしろい｣というのがありましたが、健康に留
意しながらも、未来指向で、日本の社会の為に何が出
来るのかを考えて生きて行くのが、我々のこれからの
生き方かとも考えられます。 
茨城支部の会員の方々には、実に素晴らしい方々が

新年を迎えて 

茨城支部からのお知らせ 
＊第 63-1回 日立社友クラブ理事会報告 
開催日：平成 25年 12月 12日(木) 
議 事：会員候補から 42 名が入会され、会員数は
5,703 名になった。茨城支部便り第 45 号が紹介さ
れた。 

＊平成 25年 12月 茨城支部役員会報告 
開催日：平成 25年 12月 13日(金) 
議 事：新入会員候補 7 名の入会が承認され、会員
数は 1,071名になった。 

＊日立運動部の応援について 
茨城支部では日立ｸﾞﾙｰﾌﾟ傘下の全日本級運動部の

応援活動を推進中です。茨ネットを通じて皆さんに
随時、競技日程や開催場所をご連絡しますので、熱
い応援をお願いします。 

 

茨城支部総会のご案内 
平成26年度第112回茨城支部総会の開催を以下に予

定しています。一年ぶりに皆様との語らいを楽しみに、

多数のご参加をお待ち申し上げます。 
１．期日：平成 26年 5月 23日(金) 11:10～14:30 

２．会場：ホテル天地閣 
★詳細内容は別途後報致します。 

 

｢諏訪神社の初太鼓｣ 
撮影者： 伊藤 久雄 
撮影日： 平成 26.1.1 AM0:03 
カメラ: NICON D7100 
シャッター速度 1/200 f5.6 
焦点距離 24㎜  ISO2800 
フラッシュ SB600 i-TTl-BL 

場所： 日立市諏訪町２丁目 
撮影余話： 日立市から山越えで常陸
太田に行く道沿いに「諏訪第２宮」
はある。このお宮の新春を祝う祭
事の一つ「御諏訪太鼓」が年明け
の零時から行われている。地域の
人々が諏訪神社文化芸能を伝える
ため日頃から子供たちとともに練
習しているものが披露される。 
近所に住むものとして太鼓の音で
初春を感じるのはすがすがしい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

一
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア 

と
の
出
会
い 

そ
の
日
は
、
日
立

市
国
際
交
流
協
議
会

所
属
、
フ
レ
ン
ド
リ

ー
・
あ
ん
ず 

が
主
催

留 学 生 ク ラ ウ ディ ア の 祖 父 母 のル―ツ 探 し 
《外国人向け日本語教室活動を通して》     大久保 和朗 

す
る
『
ペ
ペ 

チ
ャ
リ
テ
イ
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
、
ゆ
う
ゆ
う
十
王
・
Ｊ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
る
日
で
、
私
も
会
場
係
と
し
て
日
本
語

教
室
の
同
僚
・
半
田
さ
ん
の
車
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。
そ
の
車
の
中
に
既
に
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ア
が
座
っ
て
い
て
、
半
田
さ
ん
よ
り
、

自
分
の
日
本
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
で
あ
る
、

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

会
場
ま
で
の
道
す
が
ら
ス
ペ
イ
ン
語
で
雑

談
す
る
中
で
久
し
ぶ
り
の
母
国
語
で
の
会

話
が
嬉
し
か
っ
た
の
か
突
然
猛
ス
ピ
ー
ド

で
日
頃
の
思
い
を
話
し
始
め
ま
し
た
。 

始
め
ま
し
た
。
最
初
は
頑
な
に
拒
ん
で
い

ま
し
た
が
会
場
到
着
ま
で
に
渋
々
納
得

し
、
情
報
を
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

そ
の
夜
彼
女
の
祖
母
の
実
家
・
小
林
家

に
電
話
し
ま
し
た
。
電
話
に
出
た
現
当
主

の
奥
さ
ん
、
と
も
こ
さ
ん
は
当
初
は
不
審

電
話
と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う
、
す
ぐ
切
ろ

う
と
し
ま
し
た
が
、
私
が
『
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
』
と
話
し
始
め
た
ら
何
か
を
感
じ
た

よ
う
で
私
の
話
を
驚
き
な
が
ら
熱
心
に
聞

い
て
く
れ
、
最
後
は
訪
問
を
喜
ん
で
受
け

入
れ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

二
、
祖
父
母
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て 

 

双
方
の
日
程
を
調
整
し
一
昨
年
の
十

二
月
二
十
二
日
半
田
さ
ん
、
そ
れ
に
私
の

妻
と
四
人
で
旧
桂
村
、
現
城
里
町
を
訪
ね

ま
し
た
。
そ
の
時
迄
に
彼
女
、
我
が
家
で

一
緒
に
食
事
し
た
り
私
の
ス
ペ
イ
ン
語
ク

ラ
ス
に
特
別
講
師
と
し
て
参
加
し
て
く
れ

た
り
し
て
妻
と
も
仲
良
し
に
な
っ
て
い
た

の
で
妻
も
同
行
さ
せ
ま
し
た
。
途
中
の
車

中
か
ら
見
る
景
色
か
ら
当
初
は
『
こ
ん
な

山
奥
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
？
』
と
困
惑

し
ま
し
た
が
、
以
前
は
水
戸
と
の
間
に
鉄

道
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
水
戸
へ
通
学

し
て
い
た
、
と
お
聞
き
し
納
得
し
ま
し
た
。 

祖
母
の
実
家
に
は
既
に
祖
父
の
家
族
も

集
ま
っ
て
い
て
赤
飯
や
珍
し
い
盛
り
沢
山

の
料
理
で
大
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
驚

い
た
こ
と
に
祖
母
の
小
林
家
と
祖
父
の
広

木
家
は
直
線
距
離
で
約
五
百
メ
ー
ト
ル
程

様
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
報
告
す
る
彼
女
の
メ

ー
ル
に
は
必
ず
『
私
の
家
族
と
』
と
誇
ら
し

げ
に
記
し
て
あ
り
そ
こ
か
ら
彼
女
の
喜
び

が
感
じ
ら
れ
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。 

三
、
研
修
終
了
式
に
出
席
し
て 

昨
年
の
二
月
二
十
二
日
茨
城
県
庁
で
県

幹
部
他
関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
中
南
米

茨
城
県
人
子
弟
研
修
員
終
了
式
が
挙
行
さ

れ
出
席
し
ま
し
た
。
修
了
者
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ア
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
君
の
二
名

で
、
修
了
証
書
授
与
の
後
筑
波
大
、
茨
大
指

導
教
授
の
形
ど
お
り
の
挨
拶
が
あ
り
最
後

に
私
が
『
祖
父
母
の
ル
ー
ツ
を
探
し
て
』
と

題
し
「
祖
父
母
の
実
家
の
家
族
に
大
き
な
喜

び
と
誇
り
と
希
望
を
与
え
た
」
と
報
告
し
ま

ル
ゼ
ン
チ
ン
を
第
二
の
故
郷
と
定
め
大
志

を
抱
い
て
渡
亜
、
当
初
は
野
菜
栽
培
、
後

に
果
実
や
花
の
栽
培
等
で
基
盤
を
作
り
ま

し
た
。
そ
の
後
広
木
家
の
家
族
が
何
度
か

小
林
家
を
訪
問
、
八
人
兄
弟
姉
妹
の
長
女
、

ち
よ
さ
ん
を
冨
寿
の
嫁
に
！
と
お
願
い
し

た
そ
う
で
す
。
ち
よ
さ
ん
の
ご
両
親
は
大

反
対
し
た
そ
う
で
す
が
、
水
戸
の
女
学
校

を
卒
業
し
た
ち
よ
さ
ん
ご
本
人
が
『
こ
の

狭
い
日
本
で
暮
ら
す
よ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
で
！
』
と
申
し
出
で
、
一
九
三
四
年
横

浜
港
か
ら
サ
ン
ト
ス
丸
で
一
人
で
出
発
し

ま
し
た
。
桂
村
か
ら
水
戸
経
由
横
浜
港
迄

で
も
当
時
は
長
旅
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら

一
か
月
余
の
船
旅
、
さ
ぞ
か
し
心
細
か
っ

た
の
で
は
、
と
ご
両
家
の
お
話
を
お
聞
き

し
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
冨
寿
・
ち
よ
ご
夫
妻
は
七
人
の

子
宝
に
恵
ま
れ
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
は
七
番

目
の
子
供
、
ル
イ
ス
と
そ
の
妻
モ
ニ
カ
の

長
女
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ご
両
家
と

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
家
族
と
の
交
流
は
、
こ

こ
し
ば
ら
く
な
か
っ
た
そ
う
で
最
初
の
私

の
電
話
に
は
本
当
に
驚
い
た
と
、
と
も
こ

さ
ん
は
笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
の
我
々
の
訪
問
を
最
も
喜
ん
で
く
れ
た

の
は
ち
よ
さ
ん
の
末
妹
、
喜
美
子
さ
ん(

八

五
歳)

で
し
た
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
を
自
分
の

傍
に
置
い
て
昼
食
に
出
た
生
寿
司
を
と
っ

て
や
っ
た
り
終
始
ニ
コ
ニ
コ
、
ク
ラ
ウ
デ

ィ
ア
に
話
し
か
け
て
い
ま
し
た
。 

別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
帰
路
に
就
い
た
車

中
で
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
が
ぼ
そ
っ
と
一
言

『
お
小
遣
い
貰
っ
ち
ゃ
っ
た
』
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
ま
し
た
。
喜
美
子
さ
ん
、
き
っ

と
自
分
の
姉
ち
よ
さ
ん
の
思
い
出
を
彼
女

に
ダ
ブ
ら
せ
、
自
分
の
孫
の
よ
う
に
愛
お

し
か
っ
た
彼
女
に
自
分
の
御
小
遣
い
か
ら

上
げ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
万
円
を
テ
ィ
ッ

シ
ュ
に
包
み
誰
に
も
気
付
か
れ
な
い
よ
う

そ
っ
と
渡
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。 

そ
の
後
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
と
ご
両
家
は
何

度
か
往
来
、
温
泉
旅
行
等
に
も
出
か
け
た

会員投稿（第４４回） 

自
分
は
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン

人
で
日
系
三

世
な
る
こ
と
、

在
亜
茨
城
県

人
会
推
薦
で

茨
城
県
の
奨

学
生
に
合
格

し
現
在
茨
城

れ
た
こ
と
、
今
す
ぐ
に
で
も
訪
問
し

た
い
が
、
自
分
は
日
本
語
が
不
十
分

で
多
分
先
方
も
ス
ペ
イ
ン
語
は
理
解

で
き
な
い
と
思
う
の
で
今
は
一
生
懸

命
日
本
語
を
勉
強
し
、
来
年
二
月
帰

国
前
に
必
ず
訪
ね
て
行
き
た
い
、
と

思
っ
て
い
る
こ
と
等
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
大
変
驚
い
た
私
は
「
私
が

お
手
伝
い
す
る
か
ら
す
ぐ
訪
問
し
よ

う
。
地
球
の
裏
側
か
ら
や
っ
て
き
て

た
っ
た
一
度
の
訪
問
で
は
勿
体
な
い

よ
。
そ
の
情
報
見
せ
て
！｣

と
説
得
を

し
た
。
出
席
者

全
員
真
剣
に

聞
い
て
く
れ

最
後
に
県
担

当
者
よ
り
「
県

の
こ
の
企
画

が
県
民
に
も

喜
び
を
与
え

て
い
る
こ
と

を
知
り
大
変

励
み
に
な
っ

研修員終了式 
（前列左より 2人目がクラウデ
ィア、後列右より 3人目が筆者） 

度
し
か
離
れ

て
い
な
い
隣

近
所
だ
っ
た

こ

と

で

し

た
。
祖
父
の

広
木
冨
寿
氏

は
一
九
〇
三

年
桂
村
に
生

ま
れ
水
戸
の

専
門
学
校
を

卒
業
後
一
九

二
七
年
、
ア

た
。
い
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。｣

と
感
謝
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。 

四
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
の
帰
国 

 

二
月
二
十
六
日
、
成
田
に
見
送
っ
た
半
田

さ
ん
に
一
通
の
手
紙
を
託
し
て
彼
女
は
帰

国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
は
若
い

女
性
特
有
の
癖
字
で
判
読
に
苦
慮
し
ま
し

た
が
、
前
半
は
お
手
伝
い
し
た
私
と
妻
へ
の

感
謝
の
言
葉
、
後
半
は
ス
ペ
イ
ン
語
ク
ラ
ス

で
行
っ
た
大
送
別
会
へ
の
お
礼
で
最
後
に

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
お
出
で
の
折
は
必
ず
、

必
ず
、
必
ず
連
絡
下
さ
い
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

  

大
久
保 

和
朗
氏 

連
絡
先 
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メ
ー
ル: o

o
k
u_
k
@
ho
t
m
ai
l
.c
o
m 

 

クラウディア(左から二
人目）とペペと筆者 

 

クラウディアの祖母実家にて 
（前列右より筆者、クラウディア､
一人おいて大叔母喜美子さん） 

大
学
工
学
部
で
研
修
中
な
る
こ
と
、
祖
父

母
は
茨
城
県
桂
村
出
身
な
る
こ
と
、
国
を

出
る
時
に
両
親
か
ら
祖
父
母
の
実
家
を
訪

ね
必
ず
挨
拶
し
て
来
い
、
と
情
報
を
託
さ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同好会行事に参加して 

チームの国際レベルは維持できなかった。 
そこで、1993 年にトップリーグをプロ化した Jリー

グが創始された。Jのクラブは、Jリーグ百年構想にも
とづき、ジュニアからの育成組織を持ち、地域住民や
行政、企業の支援を受けて運営する責任をもったプロ

ーがおり、日立市ゆかりの両君と、(元)全日本代表の
監督、高橋英辰氏（1941 年多賀工場入社、父親のチ-
ムメイトであり、かつ私の恩師のご子息）は、その功
績により、日本サッカー殿堂に掲額されている。 
私は、この方々の支援により、日立市サッカー協会

の運営にかかわり、少年団、中学、高校、市民リーグ、
女子、シニアなどが参加する体制をつくり、それぞれ
が活発に活動できるように協力してきた。目指すもの
は、地域に根差したスポーツ文化の創造である。 
地域の企業、行政が理解を深め、支援を強めて、日

立市スポーツの人的資産を生かす地域づくりの進展が
求められている。 

チームである。 
その効果によっ

て、1998 フランス
ワールドカップ初
出場以来ワールド
カップに連続出場
でき、日本サッカ
ーは現在も成長し
続けている。 
この変革の中心

には、1964 東京オ
リンピックメンバ

高円宮妃殿下と話される鎌田光夫
(筆者の弟 JFA ハウスにて) 

３ 

リレー随筆（４６） 
２ ０ ２ ０ 年 へ の 期 待  鎌田 洋 

囲碁の会にかかわりを持ったのは、同好
会が発足し世話人を仰せつかって以来であ
る。当初懸念検討したのは、①参加者が集
まるか? ②碁盤・碁石の確保 ③手合い割の

「囲碁の会」        安藤 捷治 

方法 ④大会・例会の開催方法などであった。何とか道
具類を準備し１回目を開催した時 20 名ほどの方に集ま
っていただいたことを記憶している。以来、月例会２回
/月と大会１回/３ヶ月を開催した。数カ月後には勝田地
区でも発足していただき双方とも活発な会となってい
る。小生は約 10年間世話人を担当させていただいたが、
おかげで多くの方と知り合うことができ退職後の人間
関係の幅が更に広がったと感謝している。 
2011 年に世話人を助川さんに交代していただき現在

はのんびりと対局を楽しんでいる。発足以来日立地区は
例会 300 回・大会 50回、勝田地区も例会 120回・大会
43回に及んでいる。 

している。また｢困り事相談｣では自分が疑問に思って
いることも多く取り上げられ、たいへん参考になった。 
2011年３月の東日本大震災で講座は中止となった。

私のパソコン力も足踏みとなったが、2012 年に再開さ
れることになり、迷わず参加を申し込んだ。 
再開された講座では、更新され、台数も増えたパソ

コンで、便利な使い方や新しい機能を学んで大きな刺
激を受けており、焦らず着実に自分のものにしたいと
思っている。 
 

「シニアＰＣ」        横田 擴 

 パソコンを始めて間もない 2009年５月、
先輩に勧められ｢シニアパソコン講座｣の
仲間に加えていただいた。 
最初は講義に続く実機操作は後ろで見

学していたが、次第に自分も操作して手応えを感じるよ
うになり、基礎的なことは出来るようになったのは講
師、世話人の熱心な指導と仲間の後押しのおかげと感謝

2020年オリンピック開催都市を決定
する IOC 総会が、9 月 7 日アルゼンチ
ンで開催され、開催都市が｢東京｣に決
定した。招致の最終プレゼンテーショ
ンでは、冒頭、高円宮妃殿下が東日本
大震災における各国からの支援に対し

て、フランス語で感謝のお言葉を述べられた。凛とし
た気品に満ちたメッセージでは、スポーツ団体の人々
との関わりを大切にされたご経験から、｢皇室はスポー
ツが大好きです｣のお言葉を添えられたことが印象的
であった。 

1964 東京オリンピックの開催が決定した 1959 年当
時、サッカー日本代表チームはアジアでさえ勝てなか
った。日本サッカー協会は、西ドイツのデットマール・
クラマー氏をコーチとして招聘し、オリンピックへ向
けた代表チームの強化を開始した。1960 年から４年間
に亘るクラマーさんの技術・精神の両面での指導によ
り、長沼健監督の代表チームは、東京オリンピックで
アルゼンチンを破りベスト８の成績を収めた。帰国に
際してクラマーさんが助言したとおりに日本サッカ
ー・リーグを発足させ、強化を続けて、1968 メキシコ
オリンピックでは、ほぼ同じメンバーで開催国メキシ
コを破り、銅メダルを獲得した。この快挙を遂げた代
表チームには、日立一高 OBの鎌田光夫、宮本征勝の両
君がいた。彼らの 12年余の代表歴が示すように、代表

会 員 のたより  

「料理教室」        並木 慎一郎 
 料理教室に入会して一年が経過した。 
月 1回の参加ですが、とても楽しく新鮮な
一年間でした。毎回のメニュ－は、簡単に
作れる和食か洋食のおかず２～３品と主

食のパンです。パンは、毎回異なる種類のものを焼き
上げるのも楽しみです。二食分作り一食分はお土産と
して持ち帰ります(これが家族には大好評です)。 
生徒と先生が一体化した、自由で楽しい雰囲気は次

回開催が待ち遠しいくらいです。暑気払いや忘年会も
盛大でした。生徒自慢の郷土料理や地元の銘酒で盛り
上がります。忘年会は、先生と教室の提供者を招待し
ました。主食は蕎麦と芋煮、二班に分かれての蕎麦打
ち(地元の秋そば粉使用)、芋煮つくり(山形天童市伝
統)の出来栄えは上々、招待者がおかわりを連発するほ
どでした。 
私の入会目的は｢自立｣です。上げ膳据え膳の人生か

らそろそろ卒業し、近い将来女房に｢今日のお昼は俺が
つくる｣と言えるようになるのが｢夢｣です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡致します。) 

グループ名 連   絡   先  
実施日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
2 月 3 月 4 月 

野鳥自然観察 
グループ 

北村一郎 029-241-8504 
HGE00424@nifty.com 

17(月)   涸 沼 9:00～ 
参加費:\200/回 
原則雨天中止 

 17(月)  高戸海岸 9:00～ 

  21(月) 水沼ダム 9:00～ 

囲碁の会 

日立 
地区 

助川一弥 0294-24-3768 
kazy.sukegawa@net1.jway.ne.jp 

12(水) 
 12(水)   
大会 

9(水) 
同好会本部 

10:00～ 
（大会） 
(9:30～) 

参加費:\100/回 
大会:\1500 

26(水) 26(水) 23(水) 
勝田 
地区 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@mb.infoweb.ne.jp 

20(木) 20(木) 
17(木)
大会 

大島コミュニティ
センター 

9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
澁口七郎 0294-43-5134 
s-shibuguchi@net1.jway.ne.jp 

10(月) 10(月) 14(月) 
明治商会 10:00～ 参加費:\1600/回 

24(月) 24(月) 28(月) 

卓球クラブ 
綿引邦彦 0294-37-1491 
perroygato4923@net1.jway.ne.jp 

 5、12、 
19(水) 

 5、12、 
19(水) 

 2、9、 
16(水) 

会瀬体育館 
9:00～ 
12:00 

参加費、会場費等 
まとめ:\2500/年 

デジカメ 
クラブ 

高原邦明 0294-53-7101 
k-takahara@rio.odn.ne.jp 

3(月) 3(月) 7(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費:\1000/回 
昼食代含む 

写真五七五 
八巻秀雄 0294-34-4173 
yamaki@green.ocn.ne.jp 

7(金) 7(金) 4(金) 
大久保 

交流センター 
9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ 

ＨＰの会 
中村 進 0294-52-5525 
ssm2332@knh.biglobe.ne.jp 

4(火) 4(火) 1(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

基礎講座 
山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

11(火) 11(火) 8(火) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

勝田地区 
渡部喜久雄 029-282-7633 
kikuo_wa@d1.dion.ne.jp 

25(火) 25(火) 22(火) 
ひたちなか市 
ワークプラザ 

13:15～ 
16:00 

参加費：\700/回 

シニア 
パソコン 

山田和夫 0294-22-3950 
k-yamada@bb.wakwak.com 

17(月) 17(月) 21(月) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

PSE9講座 
安田 出  0294-37-1959 
yasuda@i.email.ne.jp 

21(金) 20(木) 18(金) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

HTML講座 27(木) 27(木) 24(木) 同好会本部 
10:00～ 
15:00 

参加費：\800/回 
昼食代含む 

 

同好会の行事ご案内（２月～４月） 
２．第５６回 歩こう会 
         [日立市南部の桜花めぐり] 
 日立市大甕地区の桜花を観賞しながら歩き、その
桜花の中でも見事な日研進入路をメインに南部地区
を歩きます。皆様のご参加をお待ちしています。 
・開 催 日：平成 26年 4月  3日(木) 

雨天延期 4月 10日(木) 
・集  合：大甕駅 10:40スタート 
      同駅上り：10:26 下り：10:31 
・コ ー ス：大甕駅→駅前通り→児童公園→久慈中

→日立商高→いしがさく公園→児童公
園→日研（昼食）屋上の展望→大甕神社
→大甕クラブ→大甕駅 14:00着 
 ほぼ平坦地６km   

・持 参 品：弁当、飲み物 
・会  費：200円(非会員はプラス 300円) 
・申込締切：3月 27日(木) 
・申 込 先：須江 二郎  Tel/Fax：0294-53-5901 
                     E-mail：j-sue@nifty.com 

 

１．第５９回 研修会 
[日立アプライアンス(株)多賀家電本部と(株)日立
製作所電力システム社日立事業所国分工場見学] 
日立家電製品と送電用機器製造の上記２工場の 
見学会を実施します。 
皆様の参加をお待ち致しております。 

・開 催 日：平成 26 年 3月 5日(水) 
・集合時間：10:00 
・集合場所：日立アプライアンス㈱ 

多賀家電本部正門(旧多賀工場) 
       （JR上り 9:21 着、下り 9:33着） 
       自家用車での参加はご遠慮下さい。 
 ・解散時間：14:30 頃の予定 

・会 費：1,000円予定(昼食代、他） 
・募集人員：先着 40 名 
・申込締切：2月 5日(水) 
・申 込 先：石田 和夫  Tel/Fax：0294-34-0209 

 E-mail：ishida.kazuo@nifty.com 

４ 

訃 報 苦楽を共にした次の方がお亡くなりにな
りました。衷心よりご冥福をお祈り致します。 
鷺山 重也  平成 25 年 10 月 02日 享年 92歳 
山岸 義勝  平成 25 年 10 月 19 日 享年 68歳 
松林 博志  平成 25 年 11 月 23 日 享年 63歳 
吉田 英寿  平成 25 年 12 月 17 日 享年 73歳 
西本 喜好  平成 25 年 12 月 29 日 享年 80歳 
 

編集後記 会員の皆様、あけましておめでとうございま
す。五月の総会には元気な姿をお見せください。大久保
さん、留学生の祖父母ルーツ探し、ご苦労様でした。そ
れにしても明治生まれのフロンティアスピリットには
驚きです。鎌田さんのサッカー界での足跡は、プロ化支
援草の根運動のパイオニアです。    長島 重和 
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